
計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画の期間

計画の目標

定量的指標

対象事業

項　目 評　価　細　目 評　価 説　明　欄

①関連する計画との整合性が図ら
れているか

○
「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画」及
び「島根県水産基盤整備指針」に定める事業目
標と整合が取れている。

②地域の課題に適切に対応する目
標となっているか

○
地域の課題である「生産基盤整備の推進」「生
活環境の改善」「防災機能の強化」「施設の長
寿命化」に適切に対応した目標となっている。

①整備計画の目標と定量的指標の
整合性がとれているか

○
整備計画の目標として適当な定量的指標の設定
となっている。

②事後評価ができる適切な指標と
なっているか

○
計画期間終了後、個々の事業の実施効果を精査
することにより、事業評価できるものとなって
いる。

③構成事業の実施による効果を評
価するための指標として適切なも
のとなっているか

○
各事業の実施により発現する効果として、適切
な指標となっている。

①円滑な事業執行の環境が整って
いるか

○
対象地の条件、事業に必要な技術的条件、事業
費等様々な側面から検討して実施可能な計画と
なっている。

②地元の機運が醸成されているか ○
地元関係者からは同意または理解を得られてい
る。

評価結果
　評価　Ⅰ　事業を実施

　評価　Ⅱ　計画の見直し

農山漁村地域整備計画事前評価結果

計
　
画
　
の
　
概
　
要

しまねの漁業をささえる基盤整備計画（本土）（第２期）

島根県

松江市、出雲市、大田市

平成２７年度～平成３１年度（５年間）

　島根県の本土においては、漁業従事者の減少や高齢化が進み、これに伴い漁村の活力の
低下が懸念されるとともに、漁村の生活基盤をささえる施設の老朽化も進んでいる。
　このことから、水産物生産の拠点となる漁港の整備や、漁村・海岸施設の老朽化対策等
を図ることで、水産物の安定供給と漁村の活性化ならびに安全・安心な漁村づくりを目指
す。

○小伊津地区において、外郭施設の整備（改良）を行い、越波等の被害が軽減されること
　により、漁船の荒天時避難回数が減少する（40回/年→20回/年）。
○和江地区において、漁港関連道を整備することで、安全で効率的な漁獲物の流通体制の
　構築が図られ、主要道路（国道９号）までの水産関連交通の走行時間が約５分短縮され
　る。
○大社地区において、海岸環境整備を実施することで飛砂被害の未然防止が図られる区域
　面積を5.3ha増加させ、安全な漁村環境の形成を図る。
○松江市地内において、漁業集落排水施設の長寿命化計画を策定することで、予防保全型
　の維持管理を導入し、ライフサイクルコストの最小化が図れる（長寿命化計画策定：０
　地区→１２地区）。また、松江市地内において長寿命化工事を実施することで、漁業集
　落排水施設の長寿命化が図れる（長寿命化工事実施：０地区→２地区）

地域水産物供給基盤整備事業、漁港関連道整備事業、
海岸環境整備事業、漁業集落環境整備事業

全体事業費 （対象事業費）

評
　
　
　
　
価

目標の妥当性

整備計画の効
果・効率性

整備計画の実現
可能性

[評価基準]
　[評価Ⅰ]は全項目に○印がついている
　[評価Ⅱ]は１項目でも×印がついている

1,950,900　千円


